
Hyogo Prefecture

令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日
兵庫県養成医師キャリア
形 成 支 援 研 修 会
（兵庫県保健医療部医務課）

兵庫県養成医制度について
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本日ご説明する内容

2

• 県養成医師キャリア形成プログラム等

• 派遣先以外での研修の取扱い

• 休暇等に係る義務年限の取扱い

• 県養成医のキャリア支援体制

• 養成医制度を取り巻く環境

• 卒後10年目以降について
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兵庫県養成医制度の概要 3
兵庫県内のへき地等で勤務する医師を確保するため、兵庫県が医学生へ修学資金を貸与し、
卒業後一定の期間、県職員として県が指定する県内の医師不足地域等の医療機関で勤務する制度

貸与者は入学後、兵庫県が定める「キャリア形成卒前支援プラン」に参加し、大学卒業後
直ちに医師として兵庫県が定める「県養成医師キャリア形成プログラム」に沿って、本県が

定めるへき地(医師不足地域)の医療機関等に原則９年間勤務することで、貸与した修学

資金全額の返還が免除

区分
創設
年度

養成医
定員

貸与金額
（６年間総額）

内 訳

自治医科

大学
S47

２～３

名
23,000,000円

入学金、授業料、実験実習費、
施設設備費、入学時学業準備費

兵庫医科

大学
S47 ５名 44,800,000円

入学金、授業料、実験実習費、
施設設備費、教育充実費等

神戸大学 H19 １０名

11,514,800円 入学金、授業料等鳥取大学 H22 ２名

岡山大学 H22 ２名

但馬

丹波

阪
神

神
戸

淡路

北播磨

東播磨

播磨姫路

へき地等含む
医師不足地域

医師多数区域
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県養成医師キャリア形成プログラム 4
（R8.4.1時点）

臨床
研修

前期
派遣

後期
研修

後期
派遣

地域医療を理解し
基本的臨床能力を習得

個々の将来像に合わせた
専門的診療能力を習得

卒後１～２年
（２年間）

卒後３～５年
（３年間）

卒後６～７年
（２年間）

卒後８～９年
（２年間）

計９年間の義務期間
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県養成医の診療科の選択 5

１ 派遣に向けた基本的な考え方

特定診療科育成コースについては、へき地医療や地域の公立医療機関に欠かすことができ

ない内科・総合診療科を担当する医師の確保に支障がない範囲で選択を認める。

後期派遣の診療科については、特定診療科育成コースで習得した経験等を活かした診療科

での勤務を可能とする。

ただし、医師派遣を要する医療機関の要請に応えるために、派遣実績がない診療科であっ

ても派遣を行い診療に従事することがある。

「兵庫県医師確保計画」に定める医師確保対策重点圏域にあって、当該圏域内に所在するへ

き地医療拠点病院等の医師確保を引き続き支援するため、派遣先はこれまでに派遣実績に
ある医療機関を優先する。

派遣実績のない公立医療機関等については、地域の医療提供体制を維持していくために、当

該医療機関の医師確保が不可欠と考えられる場合は、指導体制が整っていることを前提に、関

連大学の意見や指導体制の確保状況等も勘案し、派遣を検討する。

２ 県養成医師のキャリア形成支援の方針（特定診療科育成コースの取扱い）
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県養成医の研修・派遣先一覧 6
（R8.4.1時点）

圏域 区分 病院名
臨床
研修

前期
派遣

後期
研修

後期
派遣

計

豊岡 10 13 2 6 31

八鹿 3 2 1 6

出石 1 2 3

朝来 4 1 5

村岡 2 2

香住 2 1 3

浜坂 1 2 3

北播磨 西脇 6 1 9 16

県立はりま姫路 5 4 4 2 15

その他公立病院 神崎総合 1 1 1 3

赤穂 6 7 13

宍粟 5 5 1 11

県立丹波 7 11 1 4 23

ささやま医療 0

淡路 県立淡路 4 8 1 2 15

神大附属病院 17 17

兵庫医科大病院 2 2

加古川中央市民 1 1

北播磨総合MC 1 1

宝塚市立病院 1 1

国立神戸MC 1 1

三田市民済生会 2 2

県立こども 2 2

その他 医務課付（育休） 1 1

43 61 39 34 177

臨床研修・
後期研修

計

播磨姫路
（西播磨）

播磨姫路
（中播磨）

但馬

丹波

その他

拠点病院

その他公立病院

拠点病院

拠点病院
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内科・総合診療科育成コース 7
（R8.7.1時点）

診療科 基幹施設 連携施設

内科

神戸大病院
西脇、赤穂、宍粟、豊岡、八鹿、丹波、淡路、出石、
朝来、村岡、香住、浜坂

兵庫医大病院
西脇、赤穂、宍粟、豊岡、八鹿、丹波、淡路、
ささやまMC、出石、朝来、村岡、香住、浜坂

総合診
療科

兵庫医大病院
西脇、宍粟、豊岡、八鹿、淡路、神崎、出石、香住、
浜坂、朝来、多可赤十字※

県立丹波
県立はり姫

西脇、宍粟、豊岡、八鹿、淡路、丹波、赤穂、神崎、
出石、香住、浜坂、朝来、多可赤十字※、村岡、加西

（※多可赤十字はR9年度から。）
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特定診療科育成コース 8
（R8.7.1時点）

診療科 基幹施設 連携施設
前・後期派遣の実績

（R8）

小児科
神戸大学病院

豊岡、西脇、宍粟、北播磨総合、
丹波、淡路

豊岡、丹波、淡路

兵庫医大病院
西脇、豊岡、丹波、
ささやまMC、淡路

ー

産婦
人科

神戸大学病院
豊岡、西脇、丹波、淡路、
はり姫

豊岡、丹波、淡路

外科
神戸大学病院

豊岡、西脇、北播磨総合、加西、
神崎、赤穂、宍粟、八鹿、丹波、
淡路

豊岡、八鹿、西脇、
赤穂、宍粟、丹波、
淡路

兵庫医大病院 豊岡、西脇、赤穂 （後期研修中）

救急科
神戸大学病院

豊岡、北播磨総合、淡路、
はり姫

豊岡、はり姫、淡路

はりま姫路 豊岡、宍粟、淡路、赤穂、丹波 はり姫

整形
外科

神戸大学病院
西脇、北播磨総合、加西、神崎、
赤穂、朝来、丹波、淡路

豊岡、朝来、八鹿、西脇、
赤穂、丹波、赤穂

兵庫医大病院 豊岡、八鹿、ささやまMC 豊岡、八鹿

脳神経
外科

神戸大学病院 豊岡、西脇、丹波、淡路 豊岡
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派遣先等決定に向けたスケジュール（令和８年度予定）
9

１ 診療科の決定（卒後２年目のみ）

２ 派遣先の決定（卒後２、３、４、６、７、８年目）

３月頃 県医務課から希望調査の回答依頼（メール、４月初旬締切）

４～５月 オンライン面談（養成医本人、県医務課、ｷｬﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等）

６～７月 派遣調整会議を開催

７月中・下旬 翌年度の診療科を決定、県医務課から本人にTEL連絡

７～８月頃 県医務課から希望調査の回答依頼（メール、８月中旬締切）

８月～９月 オンライン面談（養成医本人、県医務課、ｷｬﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等）

１１月 派遣調整会議を開催

１２月下旬 翌年度の派遣先を決定、県医務課から本人にTEL連絡
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派遣先以外での研修の取扱い 10

整
理

【派遣病院別の取扱い】 (R8.4.1時点）

週１回程度の他病院への
研修機会の提供

近隣の病院、
診療所への
診療応援

派遣病院①
香住、浜坂

派遣病院長の判断により可
同一医療圏内であれば特段これを妨げない。

可

派遣病院②
出石、日高、朝来、村岡

派遣病院長の判断により可
ただし、県医務課に事前相談
（キャリアコーディネーターによる面談等実施）

可

へき地拠点病院
豊岡、八鹿、西脇、赤穂、
宍粟、はり姫、丹波、淡路

原則、不可 可

その他・派遣病院
神崎、ささやま

要相談
※派遣医師数が少なく、派遣実績も乏しいため

可

（１）派遣当初3ヶ月ないし半年は、派遣病院での勤務を最優先（本人の勤務成績等によって

判断）

（２）週１回の研修を実施する場合は、研修目的を明らかにし、院内、診療科の合意形成、

院長への決裁のもと、派遣協定書等の書面交付と出退勤の管理を徹底

（３）派遣先の希望調査時など、予め他病院への研修を希望する意向を確認する仕組みを導入

R 5 . 6 . 2 1
県医務課決定
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派遣先以外での研修の取扱い 11
【研修先の要件等】

派遣種別 要件等

前期派遣
（概ね
卒後３年～５年）

派遣先での勤務期間中に必要とする医療技術※１を習得出来ない場合、派
遣先の診療体制に支障がない範囲※２において、派遣医療機関と同一医療
圏域の病院での研修を可とする。
特に、研修で習得した技術等をただちに派遣先病院に還元できることが
望ましい。
※１必要とする医療技術とは、本人の考えだけでなく、病院長、指導医、キャリ

アコーディネーター、県医務課、また専門研修プログラムの責任者などの
意見を聴取するなどして、その必要性を確認できるもの。

※２診療体制に支障がないとは本人のマンパワーに限らず、研修を実施すること
で、病院の運営方針等に影響を及ばさない配慮が必要と考える。

後期派遣
（概ね
卒後８年～９年）

派遣先病院において、義務年限終了後に県内の医師不足地域での勤務を
前提とした勤務を続けようとするとき、必要な医療技術が習得できない
場合、診療体制に支障がない範囲で、原則２次医療圏内の病院での研修
を可とする。

■ 留意事項 ■
大学病院、大規模病院、他の医療圏域にある地域の拠点病院で研修をさせることについては、

当制度の趣旨を鑑み、上記の派遣期間中は避けるべきと考える。（＝後期研修の期間を有効活用）

【その他】

研修先の医療機関との相互に人的な応援体制が確保されるのではあれば、これまでに
記載の要件等は問わない。

R 5 . 6 . 2 1
県医務課決定
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休暇等に係る義務年限の取扱い 12

１ 育児休業

R8県医務課通知

休暇等の
種類

内容 取得期間等
義務年限の
取扱い

備考

育児休業 子を養育するために認められる休業
子が3歳に
達するまで

外※
※5日以内／1月は、義務年限内として認定
※月の途中で開始・終了しても、その月は1か
月義務年限外として扱う（切り上げ）

育児
短時間
勤務

子を養育するために認められる短時
間勤務
［勤務形態］

①1日3時間55分(週19時間35分)
②1日4時間55分（週24時間35分）
③週3日（週23時間15分）

④週2日半（週19時間25分）

子が小学校
就学の始期に
達するまで

外※
勤務形態
に応じて

認定

※短時間勤務開始・終了が月途中の場合、そ
の月は1か月勤務したものとみなす
※短時間勤務月数×（実勤務時間 ÷通常勤務

時間〔週あたり〕）が義務年限内として計算
※上記計算で生じた端数は切り上げて数える
※通算5年を超える部分は、義務年限外とする

部分休業
(育児時間)

子を養育するために認められる時間
-①1日2時間以内・30分単位
-②1年につき計10日相当

子が小学校
就学の始期に
達するまで

内

服務については、派遣先の規定が適用となるが、各種休暇等の取得における義務年限の取扱い
については、以下のとおり。

２ 特別休暇（出産関係）

休暇等の
種類

内容 取得期間等
義務年限の
取扱い

備考

産前・
産後休暇

労働基準法第65条に基づく休暇
産前：８週間産
後：８週間

内
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休暇等に係る義務年限の取扱い 13
３ 介護休暇

休暇等の
種類

内容 取得期間等
義務年限の
取扱い

備考

介護休暇

(介護休業)
配偶者、父母、子等を介護する職員
に与えられる休業（1日単位）

介護を必要とする
一の継続する状態
ごとに連続する6

月以内の期間

外※
※時間単位で取得するものおよび5日以内／
1月は義務年限内として認定

４ 病気休暇等

休暇等の
種類

内容 取得期間等
義務年限の
取扱い

備考

病気休暇
（傷病休暇）

負傷又は疾病により勤務できない場
合に与えられる休暇

90日以内
精神障害は180日

以内
内

休職
負傷又は疾病により病気休暇を取得
し、なお療養を要する場合に認めら
れる休業

条例の定めるとこ
ろによる

外

５ その他

休暇等の種類 義務年限の取扱い 備考

上記の取扱いに
含まれない欠勤

外※
※他の事例との均衡を考慮しつつ、その都度協議し決定する。ただし、やむを得
ない事情により突発的かつ短期的に勤務できなかったものについては、5日以内
／1月は義務年限内として認定する。

R8県医務課通知
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県養成医のキャリア支援体制 14
（R8.4.1時点）

お名前 大学等での役職 役割

坂口 一彦 先生 神戸大特命教授（内科） 内科・総合診療科を担当

見坂 恒明 先生 神戸大特命教授（総合診療科） ※R8.6月末退職

木戸 正浩 先生 神戸大特命教授（外科） 特定診療科を担当

小川 弘子 先生 岡山大教授（内科） 主に岡山大卒医師を担当

平野 公通 先生 兵庫医大特別招聘教授（外科） 主に兵庫医大卒医師を担当

眞庭 謙昌 先生
神戸大学医学部付属地域医療
活性化センター長

１ 卒前キャリア支援体制
お名前 大学等での役職 役割

岡山 雅信 先生 神戸大特命教授（地域医療支援学部門） 地域医療活性化センターにおける地域医療
マインド醸成等の取組・支援小林 成美 先生 神戸大特命教授（医学教育学部門）

平野 公通 先生 兵庫医大特別招聘教授 兵庫医大の学内相談窓口 等

小川 弘子 先生 岡山大教授 岡山大の学内相談窓口 等

矢野 智則 先生 自治医大教授 自治医大の学内相談窓口 等

２ 卒後キャリア支援体制（キャリアコーディネーター）
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県養成医のキャリア支援体制 15
（R8.4.1時点）

https://www.sotsugo.com/index.html

３ 養成医卒後キャリア支援ユニットのホームページ
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養成医制度を取り巻く環境（①医師・医学生数の年次推移） 16
（R8.4.1時点）

年次 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

医学部１年 6 8 13 15 18 21 22 21 23 21 20 23 22 20 22 21 22 21 23

２年 6 7 8 14 15 17 21 23 20 23 24 22 24 20 20 23 21 22 20

３年 6 6 8 8 14 15 17 19 23 20 21 23 21 24 20 19 23 22 22

４年 5 6 5 7 9 14 16 17 19 23 19 20 24 22 24 21 19 24 21

５年 2 5 6 5 6 9 13 16 18 19 23 19 19 23 22 23 21 18 24

６年 3 2 5 6 5 6 10 15 15 19 20 23 19 20 23 22 23 22 18

医学生　計 28 34 45 55 67 82 99 111 118 125 127 130 129 129 131 129 129 129 128

卒後１年臨床研修 3 3 2 5 6 5 5 8 14 14 18 19 23 18 19 22 22 21 22

２年 3 3 3 2 5 6 5 5 8 14 15 18 19 24 19 20 24 22 21

３年 前期派遣 3 3 3 3 3 4 6 5 5 6 12 13 18 17 23 18 17 25 22

４年 5 3 3 3 3 3 4 6 5 5 6 12 13 17 16 21 18 15 24

５年 2 5 3 3 3 3 3 4 6 5 5 6 12 13 17 16 21 18 15

６年 後期研修 4 2 5 3 4 3 2 1 4 6 5 5 6 12 13 17 16 21 18

７年 3 4 4 3 2 4 3 2 1 4 6 5 5 6 12 13 17 15 21

８年 後期派遣 4 3 2 4 3 2 3 3 2 1 4 5 5 5 6 12 13 16 16

９年 2 4 3 2 3 3 4 3 3 2 1 4 6 5 6 6 12 13 16

(延長) 2

29 30 28 28 32 33 35 37 48 57 72 87 107 117 131 145 160 166 177医師(義務年限内) 計

平成20年度以降、養成医師はこれまで、一貫して増加
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令和７年度第５回医道審議会医師分科会
医師専門研修部会（R8.3.18）資料２より抜粋

養成医制度を取り巻く環境（②医師需給）
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養成医制度を取り巻く環境（③県内の地域偏在）

区分 医療施設従事者数

全国 255.6

兵庫県 266.5
神戸 323.3
阪神 279.7

阪神南 (306.3)
阪神北 (205.1)

東播磨 231.6
北播磨 206.6
播磨姫路 214.4

中播磨 (233.2)
西播磨 (172.3)

但馬 209.9
丹波 203.8
淡路 216.3

神戸、阪神南以外の
地域における
医療従事者数は全国
平均以下

【県内における医療従事者数（人口10万人あたり）2020年統計】

神戸と西播磨では
約２倍の格差が
生じている・・・
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養成医制度を取り巻く環境（④医師多数県） 19
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養成医制度を取り巻く環境（⑤医学部臨時定員の削減）20
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卒後10年目以降について 21

➢ 県職員（養成医師）としての勤務は、通常、卒後９年目までとなります。
（育児休業その他休業等の期間がない場合。）
その後のキャリアには、各人で自由に人生設計いただくこととなります。

➢ 一方で、それまでの県職員（養成医師）としてのキャリアを踏まえ、引き続き、へき地等
の公立病院で勤務するという選択肢もあります。（県としても期待しています。）

  その場合は、希望する公立病院や医局に直接連絡いただいても結構ですし、ご希望に
  応じて、県医務課を通じて先生のご希望を希望先公立病院に伝えることも可能です。
  ご希望がございましたら、県医務課までご連絡ください。
（但し採用の可否は、各病院での判断となります。）

➢ 毎年４月～５月頃に、養成医師OB・OGを対象に「現住所等調査」を行っています。
この調査は、養成医の皆さんが10年目以降どのように勤務をされているのかを把握し、
今後の養成医制度のあり方を議論する際に重要な一次資料となるものです。

➢ お手数をおかけしますが、必ず回答をお願いします。
（連絡先メールアドレスが変わった方は、県医務課に一報をお願いします。）

１ 10年目以降のキャリア

２ 「現住所等調査」への協力のお願い
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ご静聴ありがとうございました

（兵庫県マスコットはばたん）
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